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はじめに ―グローバル時代の到来と北陸 AJEC の設立― 

 皆さま、こんにちは。1992 年に設立された北陸 AJEC が 20 周年を迎えられたことを、心

よりお祝い申し上げます。また、本日の記念シンポジウムにおいて、北陸で活躍されてい

る企業の方、市民の方々を前にお話しさせていただくことを、誠に光栄に思います。 

 本日のシンポジウムのメインテーマは、「グローバル経済に適応する北陸地域・企業の進

路と戦略」です。グローバル経済、ないしグローバル化という言葉は、今では日常的に頻

繁に使われていますが、実は非常に新しい言葉です。『広辞苑』には非常にたくさんの言葉

が載っていますが、私の持っている 98 年版にはグローバル化やグローバリゼーションとい

う言葉は一切載っていません。これは皆さんもご存じのように、91 年の終わりにソビエト

連邦が崩壊したことで長い冷戦が終わり、地球全体、つまりグローブが一つの市場に統一

されるという期待で出てきた言葉です。従って、この言葉の誕生は、北陸 AJEC の誕生と、

ほとんど同時期なのです。終戦後の冷戦構造の定着とともに、日本経済の発展は、太平洋

側に重きを置いて進められましたが、AJEC は旧ソビエト連邦崩壊の翌年の 92 年に、日本

海時代の到来を期して設立されました。 

 今、日本海時代の到来と申しましたが、皆さんもご存じのように、日本の歴史が始まっ

て以来、第二次世界大戦の終わりまでは日本海が中心で、その中でも北陸が日本の玄関で

した。例えば、福井県の磯前神社に北前船の絵馬が奉納されています。【北前船絵馬】 

 

出所：北前船主右近家持船の船絵馬、福井県南条邸磯前神社［河野］所蔵 
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真ん中のブリガンチン型洋式帆船も含め、3 隻の北前船が描かれた素晴らしい絵馬です。

江戸の後期から明治初めにかけて、これらの北前船が北陸を中心として所狭しと活躍しま

した。その北前船の多くの船主は北陸の資産家で、この時代に明治以降における北陸経済

の発展の基礎が築かれたわけです。この点については後でまた述べたいと思います。 

 現在はいろいろな政治的な状況で、日本海は、いわば「晴天なれど波高し」という状況

にありますが、近いうちに政治的な波も収まり、この絵馬にあるように日はまた昇るとい

うことで、日本海の中心である北陸が再び日本の表玄関に返り咲くことを期待しています。 

 私の話は「グローバル時代における地域活性化の在り方―空間経済学の視点から」とな

っています。後ほど、グローバルに活躍しておられる北陸の企業の方々を中心に、2 時間

にわたるパネルディスカッションがありますが、それに向けての話題提供ということで、

大ざっぱな内容で大変恐縮ですが、お話しさせていただきます。 

 

 ―「空間経済学」の誕生 その背景と理論― 

 本題に入る前に、副題を「空間経済学の視点から」としています。空間経済学について

ごく簡単に説明させていただくと、空間経済学という言葉を初めて耳にされた方も多いと

思いますが、実はこの言葉も北陸 AJEC とほぼ同時期に誕生したものです。ベルリンの壁が

89 年に崩壊し、ソ連邦の崩壊が 91 年、それと同時に EU 統合が進み、それをきっかけに新

しくできた学問が空間経済学です。従って、空間経済学は AJEC と同じときにできて、また

AJEC と同じ目的を持った学問と言えると思います。 

 従来、都市の分析は都市経済学、地域の分析は地域経済学、国際の分析は国際貿易理論

と、それぞれ役割が分かれていました。【空間経済学とは】 

例えばEU統合とは、EUは最初15カ国でしたが、それらの国境を取り払うということです。

国境の役割がどんどん低下すると、都市、地域、国際が渾然一体としてネットワークで活

動するので、従来の分割された学問では不十分になりました。そこで一つの中心的な視点

として、集積形成のミクロ理論、つまり、なぜ人々や企業は、例えば金沢や北陸のような

特定の地域に集まるのかということを中心に、今までの経済学を一般化して革新したのが

空間経済学、ないしは新しい経済地理学です。この、空間経済学の一つの中心的なキーワ

ードは、地域の競争優位を生む集積力、求心力です。【地域の競争優位を生む集積力】 
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―「空間経済学」から見た北陸の発展経緯― 

 例えば、金沢あるいは北陸には、先進的な製造業をはじめとして非常に多様な経済活動

が集まっていますが、なぜ北陸に多くの企業が集まるのか、また、それを支えるいろいろ

な人材が集まるのか。その集積力の源は、一つにはもちろん自然的ないし地理的な条件が

あります。北陸は、先ほど申しましたように江戸時代の北前船の主要な中継地でした。北

陸は江戸時代、加賀百万石といわれ、大量に米を作っていました。北前船は北陸を出発し

て、一つはその米を大阪に運び、もう一つは北海道に運んで売り、北海道で干したニシン

を肥料として仕入れて暖かい瀬戸内海沿いや九州に売り、そこで作っている綿を大量に買

って北陸に持ち帰りました。北陸は冬になると非常に長い農閑期がありますが、そのとき

に綿から糸をつむいで繊維を作り、衣服を作りました。そういうことが歴史的背景にあっ

て、それが出発点となり、北陸の産業が進展してきたわけです。 

 それから、繊維は染色の際に水をたくさん使いますが、北陸は水が豊富です。また、今

のハイテク型の製造業は、例えばアルミサッシなど、アルミから出発したものもあります

が、これも北陸は電力が非常に豊富だったということがあります。そうしたいろいろな自

然的条件、歴史的条件が背景にあるのです。 

 北陸は、それを背景としてどんどん大きくなりました。例えば、金沢の人口は江戸時代

には約 12 万人で、日本の中で常に 4 位をキープしていました。それが明治以後、急速に成

長して大きなまちになったのですが、このように歴史的、自然的条件を背景にしてどんど

ん人が集まり、企業が集まるということを説明する、そのキーワードは、生産活動あるい

は人材の多様性、差別化です。【内生的集積力】 

いろいろな企業活動が集まって補完性を持ち、雪玉式にどんどん人が集まり、生産性が上

がり、集客力が上がり、イノベーション力が向上するという形で、今、北陸の経済は発展

しているのです。詳しくは、ポール・クルーグマン、アンソニー・J・ベナブルズ、そして

私の 3 人で書いた『Spatial Economy』をご覧いただければと思います。99 年に出版した

もので、日本語訳も出ています。【文献「空間経済学」】 
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1．「課題先進国 日本」：自縄自縛をやめて果断に挑戦しよう 

 先ほど、永原会長から日本の難しい状況についてお話がありましたが、そういうことを

含めて、日本は「課題先進国」と言えると思います。しかし、課題というのは、考えてみ

ればチャレンジが与えられたということですから、皆で自縄自縛をやめて果断に挑戦し、

課題を克服することで世界のフロントランナーになることを提案したいと思います。【課題

先進国 日本】 

 課題としては、90 年代初めからの長期停滞がありますし、その背景としてグローバル化

のもとで産業競争力が低下し、空洞化が進んだということがあります。それから、国土構

造を見ますと、地方の衰退と裏腹に東京一極集中がどんどん進んでいるということもあり

ます。もう一つ、今後の大きな課題といわれているのが少子高齢化、人口減少です。これ

らは先進国として与えられたチャレンジであって、われわれは決してめげずに果断にこれ

に挑戦していき、これを乗り越えれば世界のフロントランナーになれるのです。 

 まず、長期停滞については、朝鮮戦争から出発して日本の大きな成長が始まりましたが、

最初は小さかった雪玉が坂を下るようにどんどん大きくなり、70 年代の石油ショック、ニ

クソンショックも乗り越えて、ハイテク型の産業に変わりました。しかし、90 年のバブル

崩壊後、大きな雪玉が深い谷底に止まったままで動かないというのが、今の日本の状態で

す。思い返してみると、90 年代までは大量生産に基づく先進国へのキャッチアップの時代

と言えると思います。しかし、80 年代末にキャッチアップが終わると、日本は人のまねを

することができなくなり、広い意味での知のフロンティアを自ら開拓しなければならなく

なりました。このときになって、日本のスピードはうんと落ちました。知のフロンティア

の開拓に向けて日本をいかに変えていくかが、大きな課題だと思います。 

 先ほどから日本の衰退と申していますが、日本の一人当たり GDP の OEDC 内のランキング

は、1970 年の 18 位からどんどん上昇し、92 年には世界ランク 2 位、為替換算の取り方に

よっては 1 位になりました。【日本の一人当たり GDP ランキング】 

ただ、その後、対称的に落ちていき、2008 年で 19 位と、元の順位に戻っています。去年

までは為替が強かったのでまた少し上がり、しかし円安になってまた落ちて、今は 18 位前

後にありますが、こういう山型の形態を取っています。このグラフを将来に伸ばすと、日

本はもっと衰退するのかと皆が心配しているわけです。 
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 もう一つ大きく懸念されるのが、人口減少と高齢化です。国土交通省が作成した「国土

の長期展望」の中間とりまとめによると、2005 年に日本の総人口は頂上に達し、2050 年に

は総人口が 3,300 万人減少して高齢化率は 40％近くになるとされています。 

 では、人口減少と高齢化は本当に日本の衰退を必然的に招くものなのでしょうか。人口

が減ると国家は本当に衰退せざるを得ないのかということですが、先進国で成長している

国を見てみたいと思います。為替の換算の仕方にもよりますが、93 年には、日本は一人当

たり GDP が 35,000 ドルで OECD1 位でした。それが 2002 年には 7 位になり、その後も落ち

続けて、2008 年には 38,000 ドルで 19 位になりました。【先進国で成長している国は】 

この日本が 19 位まで落ちる間にどの国が成長したのか、トップに躍り出たかというと、

2008 年の 1 位はルクセンブルク、2 位はノルウェー、3 位はスイス、4 位はデンマーク、5

位はアイルランド、次いでオランダ、アイスランド、スウェーデン、フィンランド、オー

ストリアとなっています。ここで見ていただきたいのは、日本は 93 年にはトップでしたが、

その 15 年後の 2008 年を見ると、ルクセンブルクが日本の 3 倍になっていることです。こ

れは為替の影響を超えて、非常に構造的な問題だということです。 

 上位 10 カ国の共通項は、全て北欧に位置する小さな国々であることです。【一人当たり

GDP 上位 10 カ国】 

10 カ国の総人口は 6,300 万人で日本の約半分、1 カ国平均は 630 万人と九州の半分、北海

道と大体同じぐらいです。これから言えることは、知識創造社会、知の時代の一員として

フロンティアを開拓して発展していく上では、人口規模はあまり関係ないのではないかと

いうことです。 

 それぞれの国は小さいですが、独立国として、固有の言語と文化、独自の産業集積と経

済、社会、教育政策を持ち、全体として非常に多様性に富んだ知識創造社会、知の社会を

つくっています。例えば、フィンランドは人口 526 万人の小さな国ですが、5 つの州から

なる共和国です。一般的に大卒の人は 5 カ国語は話します。公用語はフィンランド語とス

ウェーデン語です。フィンランドは長い間スウェーデンの植民地でしたので、スウェーデ

ン人もたくさんいて、大学では両方の言語で講義をしなければいけません。さらに、その

後はロシアの植民地に近い形となり、ロシアとは経済関係もあって、みんなロシア語を知

っています。 
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そして、ヨーロッパ経済の中心はドイツですから、もちろんみんなドイツ語を話せます。

英語は子どものときから聞いて話せます。最低 5 カ国語は話すわけですが、言語の数は非

常に重要です。言語はそれぞれの文化を背景としていますので、言語を話せるということ

は、その国の文化を理解していると言えますし、いろいろな経済・文化の情報について、

世界中にネットワークを張りめぐらせているとも言えます。さらに、安全保障は NATO の一

員として守られています。 

 このことから、日本も安全保障をしっかりするとともに、強い地域力（産業集積・イノ

ベーション力）を持つ多様な地域を育て、あたかも独立国の連合体として発展すればよい

のではないかというのが、私の提案です。実際に自分の国がそれほど大きくなくても、世

界の人口と経済はどんどん発展して成長していきます。ならば日本も、日本を大きく変え

ていって世界の成長を取り込めばいいではないかということです。 

 2011 年の世界人口は 70 億人ですが、40 年後には 93 億人になり、大きく世界人口は増え

ていきます。【世界の人口と経済は大きく成長していく】 

特にアジアが大きく増えるのですが、その中で中間層の急激な拡大が起こり、2050 年には

世界の GDP の約半分強をアジアが持つといわれています。 

 もう少し詳しく見ますと、アジアの 2010 年の世界の GDP シェアは 34％ですが、20 年後

の 2030 年後にはこれが 48％になると予想されています。20 年間で世界も 2.5 倍に大きく

発展し、その中でもアジアが非常に大きくなります。日本は経済的、地理的に、そのアジ

アの真ん中にいるのです。 

 世界は今までも発展してきて、これからも成長していくわけですが、この成長過程にお

いてグローバル化とローカル化が同時に進行しています。【グローバル化とローカル化の同

時進行】 

いわゆる情報通信技術を含めて広い意味での輸送技術が非常に発展し、一つにはいろいろ

な経済活動が国際的に展開しやすくなり、世界全体が大変スリッパリーになりました。し

かし、だからといって全ての経済活動が世界で一様に分布するのではなく、限られた非常

にスティッキーなプレースに集積し、ローカル化します。産業・知識創造活動の拠点（ハ

ブ）化が進み、その間が密なネットワークで結ばれて世界がどんどん成長していきます。

ここで言いたいのは、日本は平均的にはグローバル化もローカル化も地域の拠点化も中途

半端だということです。 
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主要各国と比較すると、日本は GDP に対する輸出、対内直接投資、対外直接投資などの、

グローバル化のすべての指標が非常に低いのです。例えば、2010 年の輸出対 GDP は 15.2％

ですが、これは集計可能な 147 カ国のうち 137 位です。輸出も含めてグローバル化が非常

に遅れているということです。従いまして、私が言いたいことは、皆さんも同じだと思い

ますが、もっとグローバル化を進めて世界の成長を取り込もうということです。しかし、

世界に出ていって競争に勝って成長を取り込むことと、それぞれの地域が強くなければな

らないこととは表裏一体です。従って、それぞれの地域で豊かな地域力を育てることが、

表裏一体の提言となるわけです。 

 

2．グローバル化とローカル化の時代において人口減少下においても活力のある国土・地域

づくりにおける三つの重要な視点 

 ここまでをまとめると、グローバル化とローカル化の時代において、そして人口減少下

においても活力のある国土・地域をつくるには、三つの視点が重要だと思います。【国土・

地域づくりにおける三つの重要な視点】 

一つ目は、グローバル化をもっと進めて世界の成長を取り込むこと。二つ目は、ローカル

化を進めて豊かな地域力（産業集積・イノベーション力）を持つ多様な地域を醸成するこ

と。三つ目は、高齢化社会の先導となり、全員が社会の中心で一生活躍できる社会経済シ

ステムをつくることです。この三つを総合して、世界に開かれ、豊かな地域力に支えられ

た全員参加の創造立国にしようということを提案したいと思います。 

 以下、三つの視点それぞれについて、少し詳しくお話しします。 

 

3．果断にグローバル化を進めよう 

 空洞化問題の議論が何回も繰り返されていますが、これは今に始まったことではありま

せん。【果断にグローバル化を進めよう】 

日本は 1960 年から既に対外投資を始め、いわゆる雁行形態のアジア発展の先頭を走り、日

本の企業活動は、輸出も対外生産拠点も含めてどんどん発展していったわけで、決して新

しいことではないのです。空洞化問題とは海外に生産が移って雇用が減少し、国内産業の

成長が停滞することへの懸念ですが、そういう側面もないことはないのですが、実際には

そういうことはないのです。 
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つまり、海外進出は空洞化にそのままは結び付かないということです。【海外進出≠空洞化】 

「良い海外進出」を伸ばすとはどういうことかというと、私は野球の「イチロー型」と言

っていますが、世界に生産拠点をつくる、市場開拓をする、現地の R&D 拠点をつくる、輸

出を増やすなど、世界で勝つために出ていく。その一方で、それと裏腹に日本での現場力

（研究・技術・商品開発、先端的工場、マーケティング力）を一層強くして、関連企業と

の絆を深め、地域集積力、地域クラスター力を強める。これは北陸で皆さんがやっていら

っしゃることです。また、海外と国内で有効な補完関係を築くということです。 

 それに対して「悪い海外進出」とは、そういう戦略なしに日本では駄目だから出ていっ

てみるというもので、これはなかなかうまくいきません。実際のアンケート調査などを見

ると、いわゆる良い海外進出がほとんどです。 

 企業がグローバル化すると、その生産性が向上することがほとんどの研究で実証されて

います。【企業のグローバル化で生産性成長率は上昇】 

なぜ企業は海外に行くと成長するかというと、一つは、今までは国内だけで販売していた

ものが、海外で生産すると生産規模が増え、規模の経済が働いて単位当たりのコストが下

がります。また、海外展開をするといろいろな知恵が流入しますし、海外と国内で活動を

住み分けると国内資源を効率的に利用できます。これにより、日本企業の生産性の上昇率

は、輸出を始めると 2％、海外への直接投資をすると 2％、また、海外で研究開発をすると

3％上昇するということが、いろいろな実証研究で出ています。 

 雇用も、全体で見ればほとんどの場合は増えています。海外に進出した企業とそうでな

い企業の日本における雇用成長率を見ると、実際に海外に生産拠点をつくる 2 年前から海

外進出の 3 年後までの 5 年間で大きな開きが出ており、海外に出た方は雇用が 12.6％増え

ています。【雇用成長率への効果】 

企業が違うと言えばそれまでかもしれませんが、海外進出と雇用の創出には因果関係があ

ることは、海外に出た皆さんは実感されていると思います。また、輸出には 120％の開き

が出ています。【輸出成長率への効果】 
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 ここから言えることは、一般的に海外展開は、生産性と日本における雇用も含めて企業

の成長を促すということです。基本は民間の皆さん方の力で海外の成長を取り込むわけで

すが、政府にも非常に多くのことが求められます。それは日本にいられないから外に出る

という悪い海外進出ではなく、どんどん世界に勝ちにいくという良い海外進出を促進する

ことです。 

 皆さんもご存じのように、今、安倍新政権が経済政策をそういう形で進めようとしてい

ます。一つは、大胆な金融緩和によるデフレ脱却です。これはインフレ率を 2％にして、

そのためにどんどん金融緩和するというもので、すぐに現れた効果が円安です。確かに、

観光も含めて、輸出産業にとって円安は追い風となりますし、地方の製造業にとってもプ

ラスです。ただ、あまりにも円安が進むと輸入コストが高くなるので、そんなにうまくい

くかどうかは分かりませんが、私の個人的見解としては 95 円ぐらいで止まってくれればと

思っていて、95 円ぐらいで安定させることを政府に希望したいと思っています。 

 もう一つは、機動的な財政出動です。これは地方の建設業にとってはいいかもしれませ

んが、国の負債を増やすことになりますので、いつまでも続けることのできないショック

療法です。1～2 年の短期で大きな効果を期待するにはいいかもしれませんが、結局は 3 本

目の矢である成長戦略による生産性の向上と新しい産業・市場の創出を、ぜひ進めてほし

いと思います。 

 実現が期待される施策として、電力・エネルギーの安定供給は第一歩ですし、それから

法人税・研究開発投資への減税を大幅に進めてほしい。また、TPP も含めた経済連携協定

もどんどん進めてほしい。もう一つ重要なこととして、規制緩和により、介護や医療も含

めて新しい産業・市場の創出を後押ししてほしい。さらに、あまり言われませんが、地域

主権の推進によって地方の活性化を進めてほしい。ほかにもいろいろ言われますが、こう

いうことを期待しています。しかし、繰り返しになりますが、あくまで主役は民間です。 

 従って、海外に展開すると貿易赤字になる可能性がありますが、成熟国ではそうなるの

が一般的です。【成熟国になりつつある日本】 

海外で稼いだ所得を持ち帰り、これでバランスして経常収支はプラスをキープする。配当

金の用途についてのアンケート調査では、44％は研究・設備投資に回すと回答しています。

企業は実際に、イノベーションを中心として雇用や海外所得など、いろいろな形で日本企

業をさらに強くして、活性化していっているということです。 
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4．海外市場開拓における三つの方式 

 海外市場開拓における三つの方式をお話ししたいと思います。【海外市場開拓における三

つの方式】 

 一つ目は、AKB 方式です。日本のヤングを対象にした非常に大きな自地域市場が東京を

中心にあって、これを背景として AKB48 はどんどん人気を博しています。1980 年代以降、

海外展開した日本企業は、まずは日本で大きくなり、その延長で海外市場を開拓していっ

たという、どちらかといえば AKB 方式が、少なくとも 90 年代までは主体だったと思われま

す。自動車・電機産業もそうですし、今の J-POP ビジネス、クール産業、すしレストラン

もそうです。 

 それに対応して、二つ目に K-POP 方式があると思います。本当は北欧方式と言った方が

いいかもしれませんが、先ほども言いましたように、北欧はそれぞれが非常に小さな市場

しか持っていないので、最初から海外展開を狙います。海外展開をするには、差異化を通

じてブランド力を強化し、国際展開しやすいように広い意味での輸送費を下げるための投

資を意図的に行います。例えば K-POP ビジネスがこれで、少女時代や KARA などが日本で活

躍していますが、これはなぜかというと、韓国の音楽市場の規模は日本の 20 分の 1 ぐらい

しかありません。従って、K-POP がもうけようと思うと海外展開しかないのです。北欧も

そうですし、韓国企業や京都の部品製造業もそうですし、北陸にも最初から世界展開を狙

うところも多いと思います。 

 三つ目は Disney 方式です。これはユニバーサルなコンセプト（夢、あこがれ、わくわく

感）を商品化して世界市場を開拓する、つまり広い意味での夢を売るというものです。デ

ィズニーランドやマクドナルドなどのアメリカのチェーン店もこれが非常に上手です。ま

た後のお話でもあると思いますが、加賀屋が台湾に出ていって、日本の「おもてなし」の

理念を世界に展開していこうとしているのは、Disney 方式に近いのではないかと思います。 

 この三つの方式を組み合わせてこれから日本はどんどん発展していく必要がありますが、

AKB 方式は日本の大きなマーケットを主体として成長して海外展開も図ろうというもの、

それに対して K-POP 方式は最初から海外展開を念頭に置いて活動していくというもので、

少女時代は一人一人が日本語も中国語も英語も話します。それから Disney 方式は夢を売る

もので、世界中にディズニーランドをつくって売上の 10％近くをそのまま吸収するという

ように非常にうまく展開しています。 
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 次に、ファッション産業で海外展開している三つの企業を比較してみたいと思います。

【ファストファッション産業における三つの国際ビジネスモデル】 

日本のファッション産業で最も大きな、ユニクロを中心とするファーストリテイリングと

スウェーデンの H&M、スペインの ZARA を中心とするインディテックスの三つを比較したい

と思います。 

 H&M とファーストリテイリングの 2010 年の連結売上は、H&M がユニクロの倍近くありま

すし、営業利益率もはるかに高く、世界店舗数も倍以上あります。海外売上比率は、スウ

ェーデンは小さな国ですので 94％というのは当たり前ですが、ユニクロは 10％に達しませ

ん。また、ユニクロはサプライチェーンが中国一極集中であるのに対して、H&M は世界 20

カ国に協力工場を約 800 社持っています。海外の売上比率はスウェーデンの H&M が一番高

く、次はスペインのインディテックス、ファーストリテイリングは 10％しかありません。

日本の先端的なファッション産業でも、ヨーロッパに比べるとまだ海外展開が大きく遅れ

ているということです。 

 それから、今、ファッション産業で世界で一番大きいのは、ZARA を中心としたインディ

テックスです。その売上高は GAP も H&M も抜いて、2011 年に世界一になっています。株価

もインディテックスはユニクロの 3 倍以上です。なぜインディテックスがこれだけ世界展

開をしているのでしょうか。インディテックスの本社は、皆さんも聞かれたことがないと

思いますが、人口 25 万人のスペイン北西の小さな港町であるラ・コルニャにあります。そ

こが世界最大のファッション産業となっているのです。ユニクロは国内では一切作ってい

ませんが、インディテックスはこの町を中心として、スペイン国内で世界販売の半分近く

を作っています。そして、それを自分のまちの専用飛行場を通じて、世界中に飛行機で 3

日以内に配達できる体制を取っています。銀座にも店がありますが、店のマネージャーが

その日の売上や売れているものを本社に直接 iPhone で連絡して、それに対応してデザイン

を変えて早急に生産し、2 日以内に世界中に配達する。IT を非常にうまく使って、国内の

雇用も増やしながら世界展開を図っています。ですから、世界展開を図ると国内雇用が減

るということは、決してないということです。それから、大きなまち、東京を目指さなけ

れば世界展開ができないということも決してありません。IT をうまく使えば、先端的なサ

プライチェーンを形成することができ、どんな地域でも世界に展開できるのです。金沢は

25 万人のラ・コルニャに比べて圧倒的に大きなまちで、いくらでも本拠地にできると思い

ます。 
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ですから、決して否定するわけではありませんが、今まで AKB 方式中心であったものを、

AKB 方式だけではなく、K-POP 方式、Disney 方式と組み合わせて、新興国も含めて世界の

成長を取りにいこうということです。【サプライチェーンの再構築を】 

  

5．豊かな地域力（独自の文化・産業集積）に支えられた多様な地域を育成しよう 

 世界展開を図るには、やはりそれぞれの地域力を強くしなければいけません。従って、

日本中で豊かな地域力に支えられた多様な地域を育成しようということです。先ほどから

申し上げているように、強いブランド力を持つ企業は豊かな地域力を持つ土壌に育ちます。

【豊かな地域力に支えられた多様な地域を育成しよう】 

アップルやグーグルはアメリカのシリコンバレーの企業ですし、ディズニーはアメリカの

ロサンゼルスの企業です。日本ではトヨタは三河出身の企業ですし、京セラやオムロンな

ど京都出身の企業もあります。もちろん北陸にも加賀屋や立山マシン、日華化学、コマツ、

YKK 等々、多くの企業があり、北陸という非常に豊かな地域力を地盤に持っています。こ

の豊かな地域力をさらに育てていこうということです。 

 そのために、広い意味での知のフロンティア開拓をする、それぞれの地域がイノベーシ

ョンの場、知識創造の場になるということですが、そのためには特に一人一人の人材と、

それぞれの地域の多様性と自律性が不可欠です。広い意味でのイノベーションはブレーン

（頭脳）パワーによって起こり、多様な頭脳が集まって相乗効果が生まれるのです。【知識

創造社会における多様性の重要性】 

 「3 人寄れば文殊の智慧」といわれていますが、これは長期的に見ても本当なのでしょ

うか。同じような人間が、いつまでも同じ地域に集まって密なコミュニケーションをして

いると、結局は「3 年寄ればただの智慧」になってしまいます。従って、今、東京に知識

労働者の一極集中が起こっていますが、これには二律背反の効果があるということです。 

【知識労働者の一極集中】 

明治以来、廃藩置県で 300 近くの藩から多様な人間が東京の中心に集まって日本が発展し

たわけですが、一方で、現在、東京への集中は行き着くところまでいっています。多くの

同じような人間が非常に密なコミュニケーションを取っていて、みんなの考えが金太郎飴

のようになっているのです。これを防ぐには、日本や世界で知の交流をして、人材を流動

させなければいけません。そのためには多様な地域を育成することが不可欠です。 
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そこで私は基本的な方向として、平成維新と 10 年ほど前から言っているのですが、廃藩置

県から中央集権国家への流れを逆行して「廃央創域」、つまり中央の力を弱くして地域中心

の日本のシステムをつくり直そうと提案しています。【多様な地域の育成に向けての国土･

地域政策】 

 今の一極集中のシステムでは、日本の全部の顔がほとんど東京を向いています。もちろ

ん東京が日本をリードしてくれればいいのですが、知のフロンティア開拓の時代において

は、東京に期待しても大したものは何も出てきません。ですから、東京に期待するのはや

めて、逆に郷土愛に支えられ、世界に開かれた地域連合に日本をもっていこうということ

です。【郷土愛に支えられ、世界に開かれた地域連合】 

例えば北陸の地域では、「We love 金沢」「We love 北陸」で内向きの力を強くして、もう一

方で「We love the World」で外にも向けて出ていく。こうした地域連合で日本が大きく発

展していくことを提案したいわけです。 

 さて、新幹線が 2 年後に金沢まで来るということで、皆さん非常に期待されていると思

います。余談ですが、私は今日、京都から来て金沢駅に入る 10 分ぐらい前に、大きな工場

のような建物ができているのを車窓から見ました。 
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こんな巨大な工場が金沢にできるのかとタクシーの運転手に聞いたところ、それは新幹線

の操車場だと言われました。新幹線ができることは皆さんの念願でしょうし、ぜひ実現し

てほしいことです。日本の多様な地域が自律して発展するために、交通も含めたインフラ

を従来以上にしっかりさせていく支援を国がすることには、私は全く反対しません。ぜひ

やってほしいと思います。東京の周りが全部整備できたから地方はいいということでは決

してありません。国の支援や北陸経済連合会の働きもあって、北陸のインフラも非常に整

備されつつあります。【北陸の社会基盤整備状況】 

インフラ整備は、地域が自律して発展していくには不可欠です。ただ、港については、正

直に言って日本は小さな港が多すぎると思います。地域がそれぞれの港を強くしようとす

ると、結局は共倒れになります。日本にとって何のための港かというと、韓国や中国をは

じめ海外との取引が主流になります。韓国は、港の数はそれほど多くはありませんが、釜

山という世界最大規模のコンテナ港を持っています。国が小さいので、もともとたくさん

作れないので集約しているのです。北陸の各県に港があるのはいいことですが、それぞれ

が上海に毎日船を出すことはとてもできません。ですから、北陸でうまく協力して、毎日

どこかの港から上海に出ているなど、連携しながら、うまく集約しながらやるということ

をぜひとも実現してほしいと思います。 

 新幹線については、観光などには非常にいいのですが、注意も必要です。交通の便が大

変良くなるということは、逆にストロー効果も働きます。ストロー効果について一例を挙

げますと、東京が開けて関西の元気がないことの一番大きな原因は、私は新幹線だと考え

ています。1964 年に新幹線が開通して何が起こったかといいますと、1964 年のオリンピッ

ク前までは、東京も大阪も本社を同じぐらい持って、西の中心、東の中心として、それぞ

れ住み分けしていました。例えば、大きな総合商社は東京にも大阪にもオフィスを持って

いますが、大阪の就業者数と東京の就業者数について 9 社の比率を取ったところ、新幹線

ができる前の 1961 年にはほとんどの商社で大阪の方が就業者数が多かったのです。ところ

が 1990 年には逆に東京の方が圧倒的に多くなりました。新幹線で日帰りが簡単にできるよ

うになると、大きな本社を二つ置く必要がなくなり、どちらかに統合しようとなったとき

に大きな方に取られたということです。【主要商社の東京と大阪のオフィス就業者数比】 
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 同じような本社活動を西と東に持っていると、共存は不可能ですし、不安定です。従っ

て、大阪が大きく発展するには、東京と違った活動や集積を持たなければいけません。で

すから、金沢に新幹線が来るのは非常にいいことですが、新幹線を利用して北陸がさらに

発展するには、東京や関西など、ほかのところとは違った独自の産業集積、広い意味での

産業クラスターもつくっていかなければいけませんし、差別化しなければいけません。こ

れがなければ、かえって衰退する可能性があります。【強い集積力を持つ高次の活動】 

 一つの具体的な例として、香林坊 109 には皆さんも行かれたことがあると思いますが、

これは東京の渋谷 109 のコピーというか、支店です。東京からは随分遠いので、今は結構

はやっています。しかし、北陸の 300 万人を関東の 3,000 万人、そして日本全体の中心で

ある東京渋谷の 109 と比べると、品数や店数など、いろいろなものが圧倒的に少ないので

す。今は北陸の中心なので非常に繁栄していますが、これが新幹線ができて 2 時間で東京

へ行けるとなると、よほど中身を北陸独自のものに変えていかないと、ほとんどの客を東

京に取られる可能性があります。こういうことが起こらないように、新幹線が来る前にど

んどん差別化を進めていかなければなりません。 

 また、東西の文化もどんどん融合しています。今の北陸の発展は、産業の集積力だけで

はなく、その根底には文化力があります。江戸時代の加賀の百万石、百二十万石を背景に

北陸は独自の文化力を持ち、これを基盤に発展しているわけです。文化力は知の根源です

から、これをますます強くして、大切に育てていってほしいと思います。ちなみに、友禅

の文化は、加賀友禅と京都の京友禅とで分かれています。こうした織物文化を中心として、

今のいろいろな高度な産業があるわけで、ぜひこの文化力を大切にしてほしいと思います。

【最も貴重な資源：地域の文化力】 

 伝統工芸は日本にずっとあって、経産省などいろいろなところが指定しています。2 月 9

日の日経新聞の「何でもランキング」にアンケート調査結果が載っていたのですが、「訪ね

て楽しい伝統工芸」ランキングの、1 位は何と金沢の金沢箔です。8 位には輪島塗、10 位

には越前和紙と、北陸だけでトップ 10 に三つも入っています。これは言うまでもなく、文

化力を背景とした広い意味での知の源を持っていることを示していると言えます。 
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金沢に来て驚いたのは、太鼓を模した駅前の鼓門です。また、まちを歩くと、本当にアー

トなまちという気がします。金沢 21 世紀美術館も、来場者数が 7 年間で 1,000 万人という

のは本当に驚くべきことです。他県が持っている美術館は、年間 6 万人ぐらい入れば成功

だといわれていますが、21 世紀美術館は 140 万人ぐらい入っています。こういうものも含

めて、アートにおいても広い意味での知を大切にして、これを伸ばしていくということを、

ぜひ続けていってほしいと思います。 

 現在の世界の製造業拠点はアジアですが、北陸はその大きな中心の一つです。【現在の東

アジア：主要都市・産業集積を中心として】 

これをどんどん発展させていくと同時に、密な知のネットワークで結ばれたアジアを、

世界の創造（クリエーション）の中心にしていきたい。そして、その中心に北陸がなって

ほしいと思います。 

 それから、今は政治的な状況により混乱していますが、水産資源が多くある日本海は、

共同管理しないと本当に枯渇してしまうと思います。水産・海洋・観光資源の共同管理・

開発も含めて、この連携をもっと進めていただけるよう、北陸 AJEC にお願いしたいと思い

ます。また、言うまでもなく、大学にも中心になってほしいと思います。 

 

6．全員参加による地域の活性化 

 最後に高齢化の問題に移りますが、地域活性化の中心に高齢者を置いてほしいのです。

【全員参加による地域の活性化】 

地域政策の基本は、地域資源の最大限の活用です。ほかからどんどん新しいナレッジとブ

ラッドを入れることで、北陸の全員がわくわく楽しい、そしてイノベーションの起こる環

境と仕組みづくりをするということが基本で、これを国が支援する。中心はそれぞれの地

域です。製造業だけでなく農林水産業、サービス業、生活・レジャー・芸術・観光も含め、

三位一体で創造地域にしてほしいと思います。【三位一体による創造地域・都市へ向けて】 

 農産物の輸出金額ランキングは、もちろんアメリカが 1 位ですが、2 位はオランダです。 

オランダは九州ぐらいの大きさと人口しかありませんが、オランダの農業はハイテク中の

ハイテクです。日本も決してこれができないわけではありません。北陸の農業は県の GDP

の 1％ぐらいしかなく、それも米が中心です。今後、いろいろな形で世界との連携が起こ

る中では、農業の第 6 次産業化を図っていかなければならないと思います。 
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 地域活性化における基本的なアプローチとして、一つは上からの視点、もう一つは下か

らの視点です。インフラを国の支援で整備すると同時に、自分の地域を自分で革新してい

く。その両者で発展させていかなければいけません。【地域活性化における二つの基本的ア

プローチ】 

ここで言いたいのは、北陸にもいろいろなまちがありますが、モノとしての資源がないか

ら自分のまちは社会の変革の中心になれないということは決してありません。重要なのは

地域資源の考え方です。 

 私の家の前に、毎週、宇治市のごみ収集車が来るのですが、車に「捨てればごみ、生か

せば資源」と書いてあります。【地域資源とは】 

地域の資源を見つけ出し、活性化させる考え方はこれだと思います。要するに、心の働き

が中心だということです。東京大学の佐藤仁さんは、資源をモノそれ自体としてとらえる

考え方は、自分の地域が発展しないのは資源がないからだという言い訳に通じて、裏を返

せば、そこにあるものを見ようとしないという習性につながると言っています。ですから、

資源の下地には創造的な心の働きがあるということを肝に銘じて、あらゆるところで新し

い資源を開拓して、地域力を活性化してほしいと思います。 
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それから人的資源としては、在日外国人、学歴軌道から外れた若者、社会で活躍したい高

齢者、ハンディキャップのある人々、女性などは、今の日本ではなかなか社会の中心に入

れてもらえません。【異端者への包容力の促進】 

それらの人々を含めて、全員が社会革新の主役になるように、地域の包容力を具体的な政

策で増していかなければなりません。 

 日本で大きく発展する余地があるのに十分活用されていない資源の一つに、女性の能力

があります。各国の国際競争力を横軸に、女性の働きやすさを縦軸に示したグラフで、日

本は右端の方にあります。【女性が働きやすいほど国際競争力が高い】 

これは国際協力は比較的強いけれども、女性の働きやすさは十分でないということです。

たとえば、日本に国立大学は 88 校ありますが、女性の学長はたった二人で、お茶の水女子

大と奈良女子大です。片や、ハーバード大学、プリンストン大学、ペンシルベニア大学な

ど、アメリカのアイビー・リーグといわれるトップ 8 校のうち、女性学長は 4 人です。男

女ちょうど半々です。これは当たり前のことです。では最後に、言いづらいのですが、北

陸経済連合会の役員 102 人のうち、女性は何人いらっしゃるでしょうか。私は昨日調べた

のですが、ゼロでした。北陸経済連合会の役員の半分が女性になれば、北陸は最先端を行

くし、北陸の資源を本当に活用していることになります。ぜひとも頑張っていただきたい

と思います。 

 それから、私は現在の高齢化の定義がよくないと思います。今は 65 歳以上を高齢者とい

いますが、平均寿命はどんどん延びています。これは随分昔に作った高齢者の基準ですか

ら、働きたい人がいつまでも働けるように、世界に先駆けて社会を変えていきましょう。

それから、北陸は女性の就業率が日本一高いので、これをどんどん伸ばしてイノベーショ

ンを起こしてほしいと思います。また、いろいろな新しい産業がどんどん伸びていく中で、

高齢者は大きな潜在的需要者であり、潜在的資源でもあります。【高齢者】 

 最後に、高齢者を活用している例で、皆さんもご存じかと思いますが、徳島の山の中に

ある人口 2,000 人の上勝町では、高齢者の方が中心となっている『笑い顔の町』のいろど

り事業があります。【シニア・レディによる農村革命】 

徳島市から細い道を 1 時間近くかけて上がった山の中で、1986 年に横石さんを中心として

始まった事業です。1980 年代の横石さんは髪がふさふさしていましたが、今はちょっと薄

くなっています。物事を行うには髪が薄くなるくらいの時間がかかるということです。 

北陸 AJEC もまだ 20 年ですから、どんどん発展していってほしいと思います。 



35 

 

 

 

 

 

 



36 

 

 

 

 

 

 



37 

 

 上勝町のいろどり事業では、高級料亭のつまものを作っています。第三セクター「株式

会社いろどり」の参加者は、農家を中心に約 150 人、平均年齢は 67 歳で大部分が女性です。

最高齢者が 94 歳で、一人当たりの平均年収が 170 万円です。ほとんど夫婦でやっているの

で二人で 340 万円というのは、非常に大きな所得です。皆がハイテクのインターネットを

使って情報を仕入れて、市場直結で事業をしておられます。 

 上勝町の人口は 2,000 人です。いろどり事業は有名ですが、いろいろな活動を行ってい

ます。ここで重要なことは、高齢化率が 47％と徳島県内で 1 位ですが、寝たきりの方は二

人しかいないということです。それから、一人当たりの国民健康保険の年間医療費は 26

万円で、高齢化率第 2 位の 45％のところと比べると 20 万円ほど低いのです。高齢者も社

会の中心で市場直結で働いていると、非常に健康で笑顔になるということです。しかも、

こう言うとまた新聞にたたかれますが、亡くなるときにはぽっくり亡くなられるので、医

療費はほとんど要りません。私はこれが理想的な形だと思います。【上勝町の現在】 
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7．終わりに: 「グローバル化」と「ローカル化」を進めてオープンで多様性の豊かな全

員参加の創造立国へ 

 最後に、こういう形でグローバル化とローカル化をどんどん進めて、オープンで多様性

の豊かな全員参加の創造立国にしようということで、大変長くなりましたが、私の話を終

わらせていただきます。【オープンで多様性の豊かな全員参加の創造立国へ】 

ご清聴ありがとうございました。（拍手） 

 

 

 


